
 

 

 

 

 

 

 

１．あけましておめでとうございます。 
新しい年を迎えました。皆さんはこの 1年をどんな 1年にし 

ますか。誰しもが今年こそはと心を改めるのも、年頭ならでは 

の習慣なのかなと思います。何か新しいことに１つ挑戦しよう 

と考えることや、新しいことではなくても、今まで途中で投げ 

出していたことを 1年間通して「継続する」ことに挑戦するの 

もいいですね。 

私は年末年始、実家のある鹿児島に帰省していました。右の 

写真は元旦の「桜島」です。鹿児島県の人にとっては、故郷の風景であると同時に、私に

とっては、見ると「元気が湧いてくる」風景でもあります。私も、実家にいる間、この一

年で、自分のやりたいこと、やるべきこと、仕事のこと、自分自身のことなど色々と考え

る時間をつくりましたが、例年と変わらず考えることが多すぎてまとまらないなぁと思

ったところでした。 

２．１年の計は元旦にあり･･･ 
さて、昔から「1日の計は朝にあり、1年の計は元旦にあり、一生の計は少壮（しょう   

そう：若くて元気のいい頃）の時にあり」と言われています。私は、中学校の生徒でいる

間の３年間は、「一生の計」を立てていくための「準備期間」だと考えています。私自身

が中学生の時に学校の先生になっている未来は見えていませんでした。明確な目標があ

ることは大切なことですが、目標がないからといって焦ることもありません。やるべき

ことをあきらめずにやり抜く力、人と接していくときのコミュニケーション力、そして

毎日健康に過ごすための土台となる体力をつける、この３つを高校卒業までに身につけ

ておけば、世の中をなんとか渡り歩いていくことが出来ると考えています。（場合によっ

ては中学卒業までにということも考えられます。） 

３．お互いがお互いを「邪魔」しないこと 
何度か生徒の皆さんには話をしていますが、義務教育の「義務」とは保護者の「我が子

に教育を受けさせる義務」であり、生徒の皆さん自身の「教育を受けなければならない義

務」ではありません。そして昔のように「義務教育」の間で「留年」するようなことは、

よっぽどのことがない限りありません。（高校では、出席日数や定期テストの結果で留年

するシステムは残っています。）この中学の３年間で「どのような力をつけていくのか」

は、皆さん自身が決定権（教育を受ける権利）を持っているのです。高校進学や大学進学

は、保護者に頭を下げて、お願いをして、その間の生活費や学費などを出していただくも

のですので、親が面倒をみる義務はありません。 

中学生の今だからこそ、誰の強制でもなく、誰から言われることもなく、自分自身の意

志で、「今、身につけておきたい力」を身につけていくことが大切であり、皆さんがその

ことを理解しておくことが大切だと考えています。 

そして「中学校に通学している仲間」それぞれが、「今、身につけておきたい力」を身 

につけるために、お互いがお互いの「邪魔」をしないということを理解しておかなければ

なりません。それは、「秩序がある学校」をお互いにつくっていくということになります。 

 ※「秩序がある」･･･整然とまとまりのあること 
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４．新生徒会執行部が動き始めています。 
１２月２５日、２６日の二日間に分けて生徒会拡大執行部のリーダー研修会が行われ   

ました。生徒会執行部、専門委員長としてどのような学校にしていきたいのか、どのよう
なことに取り組んでいけば良いかなどをしっかりと話し合っていきました。 
私もリーダーとしての心得という題目で講話をさせていただきました。大きく３つの 

話をしましたが、私が最初に伝えて一番考えて欲しかったことは「人を知る」ということ
です。これはリーダーに限らず全校生徒の皆さんにも心にとめておいて欲しいことだと
考えています。「世の中にはいろいろな人がいる」ということを「知る」ことは大切なこ
とです。 
次に伝えたのは「学校は公の場」であるということをまず生徒会の役員が理解すると
いうことです。学校生活は、家庭生活の延長とは違うということを意識して、公共の場で
の立ち振る舞いをどのように意識していくかということを投げかけました。これも全校

生徒の皆さんに意識して欲しいことです。 
そして生徒会とは「自治組織（自分たちで、様々なことを治めるための組織）」である
ことを伝え、この組織で、何を優先していくのかということを投げかけました。 
私自身は、やはり宝城中学校の全校生徒の皆さんが「安心して安全に過ごすことが出
来る」ということが優先されるだろうと考えています。 

  新生徒会執行部のメンバーは、２日間を使って、学校全体のことをしっかりと考えて

くれています。周りの生徒の皆さんも、そのことを理解して、協力してくれることをお
願いしておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新生徒会役員メンバーです。よろしくお願いします。 

生徒会長  （２年生） 

副会長  （２年生）  （１年生） 

議長 （２年生）  （１年生） 

学習委員長 （２年生）  （１年生） 

生活環境委員長 （２年生）  （１年生） 

文化委員長 （２年生） （１年生） 

給食委員長 （２年生）  （１年生） 

体育健康委員長 （２年生）  （１年生） 

図書委員長 （２年生） （１年生） 

 


